
神戸市従業員労働組合環境支部との交渉議事録 
 
１．日 時：2026 年９月 29 日（火）16：29～16：44 
２．場 所：三宮プラザ EAST 地下１階 環境局会議室１・２ 
３．出席者 
 （ 市 ）部長（施設担当）、業務課長、業務課課長（事業管理担当）、事業系廃棄物対策課

課長（適正処理・指導担当）、業務課係長（職員担当）、他６名 
（組合）市従環境支部副支部長、書記長、書記次長兼会計、他３名 

４．議 題：年末年始特別作業団体交渉 
５．発言内容： 
（組合）９月２日（水曜）に提案された年末年始特別作業の実施については、我々としても、

市民の方に気持ちよく新年を迎えていただくために非常に重要であると認識して

いる。また、特別作業を行わない場合、年始のごみ量が多大となり、一部のクリー

ンセンターにおいては処理能力を超えてしまう恐れがあるため、特別作業の必要

性についても十分に理解している。しかし、実施するにあたっては職員の健康管理、

交通安全対策、作業事故防止対策といった安全性を確保することが重要であると

考えるため、先日提出された提案で把握ができなかった内容について確認を行う。 

収集部門について質問する。今年度は落合クリーンセンターの搬入停止に伴い、事

業所によっては最終帰着時間が例年より遅れることが想定される。加えて、年末年

始特別作業期間中は平常時とは異なり、渋滞、降雪、路面凍結などの道路状況の影

響により、計画通りに作業を行うことが困難となることが予測されるが、最終帰着

時間の想定や安全対策について説明をお願いしたい。また、夜間作業を想定し、直

営車には作業用ライトが装備されているが、庸車については装備が十分でない車

両も見受けられる。全ての職員が安全に作業できる環境の整備を求める。 

 

（市） 昨年度は大きな渋滞の発生や積雪はなかったが 31 日が水曜日であったことから、

年末年始特別作業のごみ種とは異なるごみ種の排出があったため、31 日の全市の

ごみ収集は 19 時 26 分の終了となった。今年の 31 日の燃えるごみの滞留日数は昨

年度より２日少なくなっており、ごみ量は昨年度の実績より少ない（約 1,160ｔ）

想定となっている。そのため、落合クリーンセンターの搬入停止の影響を踏まえて

も、最終帰着時間を例年なみの 16 時ごろと想定しており、予備車の活用を含め各

事業所で工夫することで、対応は可能と想定している。安全対策も含めたリスク管

理については、局としても重要な業務であり、事前の対応も重要となる。降雪対策

としては、「積雪時等非常時における作業手順」について改めて周知を図るととも

に、例年同様スタッドレスタイヤの装着を行っていきたいと考えている。なお、作

業用後部ライトの装備や点検整備など、作業上必要な安全対策を講じており、傭車



についても同様の対応をしていきたいと考えている。 
 
 
（組合）昨年度の特別作業において、何かトラブルはあったか。また、近年は想定を超える

記録的な大雨や降雪等の自然災害が頻発している。こうした予期せぬ事態が発生

し、年末の収集業務が滞った場合の対応について考えを聞かせてもらいたい。 
 
（市） 昨年度については、「燃えるごみ」の両地区取りを行う 12 月 31 日が水曜日であっ

たことから、30 日火曜日に「缶・びん・ペットボトル」を収集し、「燃えるごみ」

の収集は行わない計画とした。しかし、一部の市民が、通常の曜日どおり 30 日火

曜日には「燃えるごみ」を、31 日水曜日には「缶・びん・ペットボトル」を排出

されるなど、年末年始特別作業のごみ種とは異なるごみ種を排出される事例があ

った。市民の方々への周知が十分行き届いていなかったために、収集作業に当たっ

ていただいた皆様には大変負担をかけた。今後、同じ曜日回りになる際には昨年度

の反省を活かし、市民の方々が混乱しないよう、可能な限り作業計画や周知方法を

検討していく。また、積雪等の自然災害発生時には、「避難情報発令時等の作業体

制について」「積雪等収集作業困難な場合における作業手順」に基づき、各事業所

と連携し、災害規模に応じた対応を講じていく。あわせて、大きな渋滞が発生した

場合には、搬入先を変更するなど弾力的な対応を行っていきたいと考えている。 
 
（組合）次に処理部門について質問させていただく。クリーンセンター、布施畑環境センタ

ー、資源リサイクルセンター、カセットボンベ・スプレー缶の中間処理施設につい

て、受け入れ時間などの具体的な考え方について説明をお願いしたい。 
 
（市） クリーンセンターでの焼却処理については、今年度も昨年度に引き続き焼却を継続

することとしている。また、直営の搬入受け入れについては、３１日まであること

から、全車搬入が終了するまで受け入れる体制をとる計画としている。基本的に全

体の焼却計画と搬入計画に準じるが、期間中の搬入量やピット残ピークを見なが

ら、業者搬入調整ならびに中継の搬入を臨機に組み替え、年末年始の各クリーンセ

ンターのピット残ピークが、それぞれの規模に応じたものになるように調整する

とともに破砕後可燃ごみの搬入も行う等、全体として、より安全な処理計画を組ん

でいく。次に、中継施設である妙賀山クリーンセンター、苅藻島クリーンセンター

では、直営の搬入及び中継搬出が 31 日まであることから、年始の作業に影響がで

ないよう考慮して作業終了としたいと考えている。各施設におけるごみピットや

灰ピットの残については、処理や搬入計画に基づいて、それぞれのピット容量に応

じて計画していく。 



 
 
布施畑環境センターの受入時間については、直営、中継は、12 月 31 日（木曜）の

作業終了まで、許可業者は 12 月 31 日（木曜）16 時まで、大型ごみは 12 月 31 日

（木曜）の作業終了までを予定している。また、中継搬出と破砕選別業務について

は、12 月 31 日（木曜）の作業終了までを予定している。尚、私人の受入時間につ

いては 12 月 28 日（月曜）までとし、年始は１月４日（月曜）から平常受付を予

定している。次に、資源リサイクルセンターの受入時間については、直営、中継は、

12 月 30 日（水曜）の作業終了まで、31 日（木曜）は 12 時までの予定としてい

る。尚、私人の受入時間については 12 月 28 日（月曜）までとし、年始は１月４

日（月曜）から平常受付の予定としている。 
 

カセットボンベ・スプレー缶の中間処理施設（大栄環境・藤定運輸）の受入時間に

ついては、12 月 29 日（火曜）は作業終了まで、30 日（水曜）と 31 日（木曜）

は、８時から 12 時までの予定としている。なお、許可業者については、29 日（火

曜）は、時間を区切って８時から 15 時まで、30 日（水曜）と 31 日（木曜）は、

直営と同じ８時から 12 時までの予定としている。 
 
（組合）炉の立ち下げ・立ち上げ時のトラブルなどのリスクを避ける観点から、昨年度の特

別作業においては、立ち下げを行わず焼却を継続し業務を行ったが、何かトラブル

はあったか。今年度についても立ち下げを行わない計画となっているが、年始の出

務体制をどのように考えているのか説明をお願いします。また、年始の作業をする

ことで得られる、発電の効果などについて、説明をお願いしたい。 
 
（市） 特に立ち下げ・立ち上げを行わなかったことに対して、大きなトラブル等もなく、

安定的な焼却業務を継続して実施することができた。年始の運用につきましては、

日中については B 直班に加えて、総作業担当の係長、作業担当の係長、係長また

は作業長の中から 1 名、夜間については、C 直班の出務でお願いしたいと考えて

いる。年始の３日間での焼却業務により発電した電力のうち、約 129 万キロワッ

トアワー売却し、その収入は約 1,700 万円になると想定している。 
 
（組合）事業系許可業者の搬入については、年末年始も受け入れを行う計画となっているが、

受け入れの時間など具体的な考え方について説明をお願いしたい。 
 
（市） クリーンセンターにおける許可業者の年末年始の受付時間の案について説明する。

12 月 29 日（火曜）と 30 日（水曜）は苅藻島クリーンセンターが８時から 19 時



まで、港島クリーンセンターが７時 30 分から 16 時まで、他３クリーンセンター

が８時から 16 時まで、31 日（木曜）は港島クリーンセンターが７時 30 分から 21
時まで、苅藻島クリーンセンターが８時から 21 時まで、他３クリーンセンターが

８時から 16 時までとなる。また、１月３日（日曜）については港島クリーンセン

ターにて受け入れを行い、受入時間を、７時 30 分から 12 時までとしたいと考え

ている。参考までに年末の搬入状況について説明する。2025 年 12 月の搬入台数

は、29 日、30 日、31 日、3 日間合計で 806 台となっており，前年の 2024 年 12
月（730 台）より 76 台増加している。１月３日の搬入台数は、115 台で、昨年（106
台）より９台増加している。 

 
（組合）昨年度、年始の許可業者搬入については、港島クリーンセンターで受け入れを行っ

たが、何かトラブルはあったか。 
 
（市） 1 月 3 日の許可業者搬入について、港島クリーンセンターで受け入れを行ったが、

特に大きなトラブルはなかった。 
 
（組合）布施畑環境センターにおいては、特別作業期間中、直営・私人の搬入台数が増加す

ることが予測される。また、過去には特別作業期間中に火災が発生した事例もある

ことから、事故防止や火災に対する対策について説明をお願いしたい。 
 
（市） 私人の受入れについては 12 月 28 日（月曜）までとし、29 日（火曜）以降の特別

受付の実施は予定していない。また、事故防止対策及び火災対策については、常駐

警備や巡回警備の各請負業者に対して、より一層、安全対策を徹底するよう、指示

していく。なお、巡回警備については、平日は２回、施設が無人になる年始（１月

１日～３日）は、日に５回巡回する。機械警備については常時（24 時間）実施と

なっている。特に破砕選別施設は、過去に火災が発生しているので、特に注意した

いと考えている。 
 
（組合）これまでの回答を受け、局の考え方を確認することができたため、年末年始特別作

業提案については案１にて了承させていただく。しかし、収集・処理業務の現場実

態は日々変化するため、計画を策定する際には、過去の事例だけでなく、現場の実

情をよく把握した上で柔軟に対応していただき、年末年始特別作業に従事する職

員に対しては、丁寧に説明していただくようお願いする。 
 
（市） 年末年始特別作業の実施にあたっては、インフルエンザ等の流行に対する感染症対

策など、職員が健康で業務に従事できるよう啓発していくほか、交通安全や作業事



故防止に向けた注意喚起を行い、安全性の確保にも十分配慮していく。そのために、

管理監督者をはじめ、現場の皆さんとの連携を密に、作業計画について職員一人一

人へ丁寧な説明が行えるよう、引き続き尽力していくので、ご理解とご協力をお願

いしたい。 
 


